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インターバンクの声 （2015 年 2 月 19 日） 
 

ギリシャによる融資延長申請がいつ提出されるのかなど、ユーロ圏の先行き

がはっきりして来ないことから、主要通貨全体がレンジ内の取引に留まる時

間が長くなっている。そうした中、昨晩は１月の米連邦公開市場委員会（FOMC）

の議事録発表を前に、米国が今年の半ば前後までの利上げを示唆しているは

ずとの読みからドルが主要通貨に対して買われる傾向にあったが、結果はそ

の読み自体が見事にひっくり返されてしまった。何しろ１月の FOMCでは、利

上げまで「忍耐強く」との表現は維持されていたものの、米景気認識が上方

修正され、その後の雇用統計でも強い数字が発表されており、次回３月の FOMC

では「忍耐強く」の文言が削除され利上げへの動きがはっきり見えてくると

の認識が強まっていたからだ。複数の委員会メンバーからも盛んに年央頃の

利上げに前向きな発言も聞こえていたが、会合では金利を長期にわたって低

水準に維持する考え方に傾いていたとのことだ。最近発表されていた経済指

標に弱い内容が増え始めていたことを思えば、やはりこうなるのかとの思い

もあるが、市場も中期的な相場見通しを修正するまでにはなっていないよう

だ。足元はユーロの動向に集中することにしよう。 
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